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　『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
８
回
配
本

の
第
４
巻
「
近
現
代
編
」
は
、
平
成
26

年
３
月
に
刊
行
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
お
も
な
内
容
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

近
現
代
編
の
あ
ら
ま
し

　

　
幕
末
維
新
期
か
ら
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
、
そ
し
て
平
成
の
現
在
に
至
る
ま

で
の
約
１
５
０
年
、
こ
の
間
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
と
り
ま
く
政
治
状
況
や
社
会

環
境
は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。

　
本
巻
で
は
、
激
動
の
日
本
の
近
現
代

史
の
な
か
で
、
日
野
に
生
き
た
人
々
が

重
ね
て
き
た
営
み
と
努
力
の
具
体
相

を
、
町
内
に
伝
来
し
た
古
文
書
や
絵
図
・

新
聞
・
古
写
真
・
石
碑
と
い
っ
た
史
資

料
を
も
と
に
記
述
し
ま
す
。

各
章
の
お
も
な
内
容

　

　
第
１
章
「
近
代
の
幕
開
け
」
で
は
、

幕
末
維
新
期
か
ら
明
治
前
期
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
明
治
新
政
府
は
、
中
央

集
権
国
家
の
建
設
を
目
指
し
、
徴
兵
制
・

地
租
改
正
や
学
校
の
設
立
な
ど
新
制
度

を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
下
支
え

を
地
域
に
要
求
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
、

こ
う
し
た
国
家
的
な
課
題
に
対
し
、
日

野
の
人
び
と
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
詳
述
し
ま
す
。

　
第
２
章
「
明
治
中
後
期
・
大
正
期
の

地
域
の
変
貌
」
で
は
、
明
治
中
期
か
ら

大
正
期
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

時
期
の
日
本
は
、
あ
ら
た
な
地
方
行
政

の
し
く
み
が
確
立
し
、
民
主
主
義
が
浸

透
し
た
時
代
で
し
た
。
日
野
町
域
で

も
、
明
治
22
年
の
町
村
制
の
施
行
を
受

け
て
、
日
野
町
・
西
大
路
村
・
鎌
掛
村
・

北
比
都
佐
村
・
南
比
都
佐
村
・
桜
谷
村

（
明
治
27
年
東
西
に
分
村
）
の
１
町
５

村
が
成
立
し
、
本
格
的
な
近
代
地
方
行

政
の
あ
ゆ
み
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
こ

の
時
期
は
、
富
国
強
兵
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
産
業
革
命
が
推
し
進
め
ら
れ
た

時
代
で
し
た
。
日
野
町
域
で
も
銀
行
・

株
式
会
社
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、
近

江
鉄
道
の
敷
設
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
章
で
は
、
こ
れ
ら
近
代
行
政
の
様
相

や
社
会
資
本
の
整
備
状
況
、
諸
産
業
の

発
展
な
ど
を
中
心
に
、
当
時
の
日
野
の

様
子
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　
第
３
章
「
昭
和
の
開
幕
か
ら
戦
時
体

制
へ
」
は
、
昭
和
初
年
か
ら
終
戦
ま
で

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

昭
和
初
年
に
相
次
い
で
起
こ
っ
た
経
済

恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
日
本
は
満
州
事

変
、
日
中
戦
争
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
へ
と
続
く
戦
争
の
時
代
へ
突

入
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
、
日
野
の
人

び
と
が
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
た
の
か
、
戦
時
下
の
地
域
の
体
制
や

暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
詳
述
し
ま
す
。

　
第
４
章
「
日
野
町
の
成
立
と
発
展
」

は
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
戦
後
、
焼
け
野
原
か
ら
歩
み

を
始
め
た
日
本
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
戦
後
改
革
を
す
す
め
民
主
主
義
国
家

と
し
て
再
生
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
章

で
は
、
戦
後
、
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指

し
て
奮
闘
し
て
き
た
日
野
の
人
び
と
の

あ
ゆ
み
に
つ
い
て
、
昭
和
30
年
の
新
日

野
町
誕
生
後
の
時
期
を
中
心
に
、
行
政
・

自
治
・
産
業
振
興
・
文
化
振
興
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
描
き
ま
す
。

　
付
録
Ｃ
Ｄ
—
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、
当
時
の

日
野
の
風
景
や
人
び
と
の
姿
を
い
き
い

き
と
写
し
出
す
古
写
真
の
ほ
か
、
本
編

で
活
用
し
た
貴
重
な
史
資
料
を
収
録
す

る
予
定
で
す
。

〈
予
約
と
販
売
の
ご
案
内
〉　

　『
近
江
日
野
の
歴
史
』
各
巻
の
販
売

価
格
は
四
、〇
〇
〇
円
（
税
込
み
）
で
す
。

な
お
、「
近
現
代
編
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
26
年
１
月
末
日
ま
で
に
予
約
の
お

申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
す
と
、
三
、

八
〇
〇
円
の
割
引
価
格
に
て
販
売
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
最
終
巻
が
無
料
と
な
る
全
巻

セ
ッ
ト
購
入
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

町史編さん室　　☎�3812　FAX �3850
　　　　　　　　  E-mail chousi@town.shiga-hino.lg.jp

　
こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
ま
し
た
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
は
、
第
一
巻
「
自
然
･

古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近
世
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」
、

第
六
巻
「
民
俗
編
」、
第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、
第
八
巻
「
史
料
編
」
と
な

り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
、
一
冊
四
、〇
〇
〇
円

で
好
評
販
売
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

健康推進員

𠮷村　幸子さん
（上駒月）

こさちよしむら

　　
じゃがいも1個、かぼちゃ80g、たま
ねぎ１個、バター8g、ベーコン２枚
（50g）、ちくわ４本、しめじ半分（半
房）、小麦粉大さじ４、牛乳500cc、
コンソメキューブ２個（10.6g）、塩・
こしょう少々、パン粉大さじ４（お好
みで）、とろけるチーズスライス１枚
（1/2枚でも）

❶じゃがいも、かぼちゃは少し固めにゆでて
　おく（２～３mmくらいにカットしておく）た
　まねぎは細めにスライスし、 ベーコンは １
　cmくらいに切っておく。しめじは石づきを
　取り、ほぐしておく。
❷ちくわは、たて半分に切って横４cm程度に
　切っておく。
❸フライパンにバターを熱し、たまねぎを炒め
　る。たまねぎが半透明になったら、しめじ・ベ
　ーコンを加えていためる。
❹一旦火を止め、小麦粉をだまにならないよ
　うに混ぜる。粉っぽさがなくなってきたら
　再度火にかけ、牛乳を数回に分け、入れる。
❺牛乳と混ざったらコンソメを入れ、しっかり
　溶かす。塩・こしょうで味を整え、ちくわを加
　えて軽く混ぜる。
❻耐熱皿にじゃがいもとかぼちゃを並べ、❺
　のクリームソースをかける。チーズを細かく
　ちぎって乗せ、上からパン粉をふる。
❼オーブントースターで6～９分焼く。
　☆１人分エネルギー  366ｋcal
　　たんぱく質　       17.5ｇ
　　脂質　　　　　　14.4ｇ
　　食塩相当量　　　  3.2ｇ

マカロニをちくわ
に変えてヘルシーに！
とても簡単なのでお子さん
をお持ちの忙しい方でも
すぐに作れます

　

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
で
、
離
職
者
支
援
の

一
環
と
し
て
、
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
税
の

一
部
（
所
得
割
）
の
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

平
成
23
年
3
月
31
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方

　

で
次
の
①
②
に
当
て
は
ま
る
方

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
、
解

　

雇
な
ど
の
事
業
主
都
合
に
よ
り
離
職
し
た　

　

方
）

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
欄
に

　

以
下
の
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
る
方

　

11　

解
雇

　

12　

天
災
等
の
理
由
に
よ
り
事
業
の
継
続
が

　
　
　

不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
解
雇

　

21　

雇
止
め
（
雇
用
期
間
3
年
以
上
雇
止
め

　
　
　

通
知
あ
り
）

　

22　

雇
止
め
（
雇
用
期
間
3
年
未
満
更
新
明

　
　
　

示
あ
り
）

　

31　

事
業
主
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
る
正
当

　
　
　

な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

　

32　

事
業
所
移
転
等
に
伴
う
正
当
な
理
由
の

　
　
　

あ
る
自
己
都
合
退
職

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用
期
間

　

満
了
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
方
）

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
欄
に

　

以
下
の
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
る
方

　

23　

期
間
満
了
（
雇
用
期
間
3
年
未
満
更
新

　
　
　

明
示
な
し
）

　

33　

正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

　

34　

正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職　

　
　
　

（
被
保
険
者
期
間
12
ヶ
月
未
満
）

軽
減
算
定
の
内
容

　
　

会
社
の
倒
産
や
会
社
都
合
に
よ
り
退
職
す

　

る
な
ど
、
非
自
発
的
理
由
で
失
業
し
た
方
の

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
失
業
時
か
ら
そ
の
翌

　

年
度
末
ま
で
の
間
、
前
年
所
得
の
給
与
所
得

　

を
30
％
と
し
て
算
定
し
、
負
担
軽
減
を
は
か

　

り
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
に
属
す
る
そ
の
ほ

　

か
の
被
保
険
者
の
所
得
は
通
常
の
額
と
し
て

　

算
定
し
ま
す
。

申
請
の
方
法

　
　

軽
減
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
の
で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
と

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お
よ
び
印
鑑

 

（
ス
タ
ン
プ
式
で
な
い
も
の
）
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

　
　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
紛
失
さ
れ
た

　

場
合
は
、
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
）
で
再
交
付
を
受
け
た
後
に
申
請
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

　
　
　

◆
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
　
　
　

住
民
課　

保
険
年
金
担
当

　
　
　
　

☎ 

�
6
5
7
1

▲日野尋常高等学校
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